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明
け
ま
し
て

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　
　

皆
様
に
は
輝

　
　

皆
様
に
は
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
福

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
福

祉
の
向
上
な
ど
松
山
市
政
に
格
別

祉
の
向
上
な
ど
松
山
市
政
に
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
に
急
速
に
高
齢
化

　

さ
て
、
全
国
的
に
急
速
に
高
齢
化

が
進
み
、
松
山
市
も
総
人
口
に
占
め

が
進
み
、
松
山
市
も
総
人
口
に
占
め

る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
が

る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
が

二
十
九
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
後

二
十
九
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の
健

も
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
が
さ

康
増
進
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
が
さ

ら
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

ら
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
は
、
結
成
さ
れ
て
以
来
、「
健
康
・

様
は
、
結
成
さ
れ
て
以
来
、「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
を
理
念
に
、
日
頃
か

友
愛
・
奉
仕
」
を
理
念
に
、
日
頃
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
は
じ
め
、

ら
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
は
じ
め
、

健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

健
康
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
団
体
と
し

な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
団
体
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
く

て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

松
山
市
は
「
よ
り
優
し
く　

よ
り

　

松
山
市
は
「
よ
り
優
し
く　

よ
り

強
い　

ま
つ
や
ま
へ
」
を
目
指
し
、

強
い　

ま
つ
や
ま
へ
」
を
目
指
し
、

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
、
生
き

誰
も
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
、
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
き
が
い

生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
き
が
い

づ
く
り
や
交
流
機
会
を
創
り
、
健
康

づ
く
り
や
交
流
機
会
を
創
り
、
健
康

相
談
や
健
診
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

相
談
や
健
診
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

様
々
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

様
々
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
は
、
ご
み
出
し
が
難

　

昨
年
３
月
に
は
、
ご
み
出
し
が
難

し
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

し
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
家
庭
ご
み
の
「
ふ
れ
あ
い
収

対
象
に
家
庭
ご
み
の
「
ふ
れ
あ
い
収

集
」を
市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。

集
」を
市
内
全
域
に
拡
大
し
ま
し
た
。

自
宅
前
ま
で
市
職
員
が

自
宅
前
ま
で
市
職
員
が

訪
問
し
、
ご
み
を
収
集

訪
問
し
、
ご
み
を
収
集

し
て
負
担
を
減
ら
す
ほ

し
て
負
担
を
減
ら
す
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
声

か
、
必
要
に
応
じ
て
声

掛
け
す
る
な
ど
孤
立
化

掛
け
す
る
な
ど
孤
立
化

を
防
い
で
い
ま
す
。

を
防
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
に
は
、

　

ま
た
、
七
月
に
は
、

「
高
齢
者
い
き
い
き

「
高
齢
者
い
き
い
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
に

ル
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
に

加
え
、
健
康
ア
プ
リ
を
導
入
し
ま
し

加
え
、
健
康
ア
プ
リ
を
導
入
し
ま
し

た
。
対
象
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
は

た
。
対
象
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
は

じ
め
、
歩
数
目
標
の
達
成
や
、
脳

じ
め
、
歩
数
目
標
の
達
成
や
、
脳

ト
レ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
が

ト
レ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
り
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

貯
ま
り
ま
す
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

は
、
道
後
温
泉
別
館

は
、
道
後
温
泉
別
館  

飛飛あ
す
か

あ
す
か鳥鳥

乃乃のの

湯湯ゆゆ
泉泉

で
利
用
で
き
る
ほ
か
電
子
マ
ネ
ー

で
利
用
で
き
る
ほ
か
電
子
マ
ネ
ー

p
a
y
p
a
y

p
a
y
p
a
y
に
も
交
換
で
き
る
よ

に
も
交
換
で
き
る
よ

う
に
し
、
外
出
の
機
会
を
創
っ
て
い

う
に
し
、
外
出
の
機
会
を
創
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

生
活
様
式
や
価
値
観
が
大
き
く
変

　

生
活
様
式
や
価
値
観
が
大
き
く
変

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
と
の
絆

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
と
の
絆

は
と
て
も
大
切
で
す
。
皆
様
に
は
こ

は
と
て
も
大
切
で
す
。
皆
様
に
は
こ

れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
い
か
し
、

れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
い
か
し
、

一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す

一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連

　

結
び
に
、
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と

合
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と

皆
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
心
か
ら

皆
様
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

お
祈
り
し
、新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
文
化

　

ま
た
、
県
民
文
化

会
館
で
は
、
地
域
文

会
館
で
は
、
地
域
文

化
伝
承
館
合
同
オ
ー

化
伝
承
館
合
同
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
。
出
展
、

ニ
ー
が
開
催
。
出
展
、

出
演
に
多
く
の
団
体

出
演
に
多
く
の
団
体

に
参
加
い
た
だ
き
ま

に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
運
営
ス

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

で
お
も
て
な
し
に
ご
協
力
い
た
だ
き

で
お
も
て
な
し
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
た
。

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
で
は
、
第

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
で
は
、
第

六
十
三
回
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
大

六
十
三
回
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
大

会
、
若
手
委
員
会
主
催
の
「
歩
い
て

会
、
若
手
委
員
会
主
催
の
「
歩
い
て

歌
お
う
会
」、
趣
味
の

歌
お
う
会
」、
趣
味
の

作
品
展
も
予
定
ど
お
り

作
品
展
も
予
定
ど
お
り

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
新
し
い
生

　

今
年
度
も
新
し
い
生

活
様
式
を
前
提
に
、
皆
さ
ま
が
交
流

活
様
式
を
前
提
に
、
皆
さ
ま
が
交
流

す
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

す
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
メ
イ

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
「
の
ば
そ
う
！　

健
康
寿

ン
テ
ー
マ
「
の
ば
そ
う
！　

健
康
寿

命
、
担
お
う
！　

地
域
づ
く
り
を
」

命
、
担
お
う
！　

地
域
づ
く
り
を
」

の
下
、
地
域
の
高
齢
者
と
健
康
寿
命

の
下
、
地
域
の
高
齢
者
と
健
康
寿
命

を
延
ば
す
活
動
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
延
ば
す
活
動
や
生
き
が
い
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
仲

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
仲

間
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

間
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う

し
ょ
う
‼‼

　

終
わ
り
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

　

終
わ
り
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
ご
発
展
と
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健

る
ご
発
展
と
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
す
。

　　

明
け
ま
し
て

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。　　

　
　

会
員
の
皆
さ

　
　

会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

平
素
は
、
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ

　

平
素
は
、
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
、

連
合
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交

　

昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交

流
を
通
じ
て
生
き
が
い
と
健
康
づ

流
を
通
じ
て
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
目
指
す
大
会
「
ね
ん
り
ん

く
り
を
目
指
す
大
会
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
愛
顔
（
え
が
お
）
の
え
ひ
め

ピ
ッ
ク
愛
顔
（
え
が
お
）
の
え
ひ
め

2
0
2
3

2
0
2
3
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
村
木
厚
子

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
村
木
厚
子

氏
に
ご
来
館
を
仰
ぎ
、
盛
会
の
も
と

氏
に
ご
来
館
を
仰
ぎ
、
盛
会
の
も
と

開
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
二
十
九
種
目
の
交
流

　

県
内
各
地
で
二
十
九
種
目
の
交
流

大
会
、
六
十
歳
以
上
の
選
手
一
万
人

大
会
、
六
十
歳
以
上
の
選
手
一
万
人

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
大
い
に
盛
り

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

上
が
り
ま
し
た
。

令和6年　新年のごあいさつ令和6年　新年のごあいさつ

松山市敬老松山市敬老マッマッササーージジ師師会会

マッサージが千円お安くなります

（089）946ー3641

70才以上の方へ

松山市内在住の７０才以上の方が
敬老マッサージ補助制度の
対象者となります
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（089）948ー8558（089）948ー8558

整形外科・麻酔科
リハビリテーション科
リウマチ科・ペインクリニック外科
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● ● ● ● ● ●
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日・祝
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松山市南吉田町2028番地

（089）973ー5332
FAX（089）973ー5832

089ー915ー5055
松山市藤原町617番地13

日帰り白内障手術、黄斑疾患、糖尿病網膜症

国道56号沿、テレビ愛媛隣り

aoba eye clinic
あおば眼科クリニックあおば眼科クリニック
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089ー915ー5055
松山市藤原町617番地13
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国道56号沿、テレビ愛媛隣り

aoba eye clinic
あおば眼科クリニックあおば眼科クリニック

089ー915ー5055
松山市藤原町617番地13

日帰り白内障手術

国道56号沿、テレビ愛媛隣り

aoba eye clinic
あおば眼科クリニックあおば眼科クリニック
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●
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●
●
●
●
●
●
●
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地域の生活を考え、
あらゆる分野で関わっていきます。
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廃棄物
収集運搬
廃棄物
収集運搬

イベント
企画
イベント
企画
イベント
企画
イベント
企画

E-MAIL：info@yoshiken-c.jp　HP：www.yoshiken-c.jp

代表取締役 河 本 英 樹

救 急 指 定 病 院

病院病院長長 笠置　康

社会医療法人 笠置記念胸部外科

14：00～19：00（月～土）
●診療時間／9：00～12：30

●休 診 日／日曜・水曜日（祝日は診療します）

内科・外科・心臓血管外科・胸部外科
心臓内科・呼吸器内科・感染症内科
救急科・放射線科・リハビリテーション科

松山市末広町18－2　☎941－2288㈹

愛媛医療生活協同組合

TEL（089）976ー7001松山市来住町1091ー1
デイケアどんぐり
TEL（089）976ー3411 TEL（089）961ー4318

ショートステイ陽だまり

病床数８8床（一般・地域包括ケア）

救急指定病院

愛媛生協病院
内 科 外 科 整 形 外 科 小 児 科
精 神 科・心 療 内 科 精 神 科デイケア
健診 メディカルフィットネス 病児病後児保育

診療
時間

月～金曜（水曜除く）…9：00～12：00 15：00～18：00
水曜…9：00～12：00  15：00～17：00
土曜…9：00～12：00
（科によって診療時間・休診日変更あり）

休診日…日曜・祝日

　

－ 発 　 行 －
松山市高齢クラブ連合会

〒　790-0808
松山市若草町８番地２

（松山市総合福祉センター内）
電 話　089-921-2161
FAX　089-934-2221

編集協力／株式会社 博報社
〒 547-0026

大阪市平野区喜連西4-6-69
電 話　06-6797-0212

第134号

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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松
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市
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会

議
長
　
渡
部
　
克
彦

令和6年　新年のごあいさつ令和6年　新年のごあいさつ

氏　名 クラブ名 地区名
青木　弘典 小栗松寿高齢クラブ 雄　郡
宮川　幸雄 寿 麗 会 新　玉
林　　一孝 古 川 長 寿 会 石　井

◆老人クラブ活動功労者

敬称略敬称略

クラブ名 地区名 増員数
鷹 子 す こ や か ク ラ ブ 久　米 13
和 泉 南 双 葉 会 石　井 12
枝 松 親 老 会 素　鵞 12
南久米クローバーの会 久　米 11
善 応 寺 高 齢 者 ク ラ ブ 河　野 9
味 酒 銀 の 会 味　酒 8
土 居 田 高 齢 ク ラ ブ 雄　郡 7
高 岡 高 齢 ク ラ ブ 生　石 6
下 苅 屋 わ か や ぎ 会 小　野 6
余 戸 鶴 寿 会 余　土 6
シルバークラブ西石井 石　井 5
南 枝 松 親 老 会 素　鵞 5
北条南シルバークラブ 北　条 5

◆会員増強クラブ　

クラブ名 地 区 名
山 越 山 百 合 会 清　水

◆新設老人クラブ　

クラブ名 地区名
保 免 西 寿 ク ラ ブ 余　土

◆優良老人クラブ　

令和5年度令和5年度
愛媛県老人クラブ連合会会長表彰者愛媛県老人クラブ連合会会長表彰者

紙のリサイクルパートナー

本社：松山市空港通五丁目7－2
東京支店：東京都千代田区大手町一丁目

大手町ビル2F

製鋼原料・非鉄金属原料問屋
ーリサイクルで未来をひらくー

松山港リサイクル
センター

／松山市大可賀3丁目1453ー3
911ー6266

愛媛オートリサイクル／松山市西垣生町1839ー6
（089）

（089）

971ー0875

本社／松山市北吉田町349ー1
（089） （代）972ー3303

代表取締役社長 金 城 正 信

TEL（089）922ー7551
〒７９１ー８０１６　松山市久万ノ台９０４ー３

代表取締役

森　信 彦

総合廃棄物処理業

有限会社　森 産 業
55thお

かげ
さまで

55 周年
★★ ★★

●●画龍点睛を欠く画龍点睛を欠く
●●竜は一寸にして竜は一寸にして
　　 　昇天の気あり　　 　昇天の気あり
●●虎口を逃れて竜穴に入る虎口を逃れて竜穴に入る

●●登竜門登竜門
●●竜頭蛇尾
●●雲は龍に従い
　　 　風は虎に従う　　 　風は虎に従う

〈〈 動物のことわ動物のことわざざ 〉〉りゅう

龍
龍は古代中国の神話で神獣とされ、中国では古代から権力
の象徴です。龍は四神（青龍、朱雀、白虎、玄武）のひとつ
で、水中に棲むとされ、日本で龍神は、雨を降らせ、水を守る
水神と一体化しています。

尾
に従

藤村司法書士事務所 
司法書士 藤村 淳 

・相続登記・会 社 登 記 
・裁判関係業務 ・各種相談業務 

松山市三番町４丁目３番地９ 香川ビル３階 
TEL（089） 915ー0677
FAX（089） 915ー0679

松山市千舟町５ー５ー１５ ３F

E-mail akiko@miyagawakaikei.jp
http://miyagawakaikei.com/

TEL（089）947ー0945 FAX932ー7973

宮川晶子　　　事務所税 理 士
行政書士

四国税理士会 松山支部所属

清　掃 環境衛生
ビルメンテナンスのプロによる
信頼と安心をあなたに。

＊＊ 老人クラブ広報紙・名簿・回覧板制作 ＊＊

元気で明るい長寿社会の
実現が願いです

広報紙の存在はその過程への第一歩です。

大阪市平野区喜連西４ー６ー６９
（06）6797ー0212（代）

高齢社会のパートナー

株式会社 博報社

御 賛 助

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています



令和 6年（2024 年）1月発行（ 3 ）第 134 号 松山高連

大型豪華客船 新岡友丸　作者大型豪華客船 新岡友丸　作者
　              　              岡本　智敏さん岡本　智敏さん
作品のライトを毎日交換にお越し作品のライトを毎日交換にお越し
下さいました。下さいました。

工　芸工　芸

第53回第53回
松山市高齢者趣味の作品展松山市高齢者趣味の作品展

　松山市高齢者趣味の作品展を、令和 5 年 8 月 25 日㈮～
27 日㈰、愛媛県美術館にて開催しました。松山市内の 65
歳以上の方が制作した作品 169 点を展示し、多くの方にご
来場をいただきました。

絵　画絵　画

陶　芸陶　芸

書　道書　道絵手紙絵手紙

写　真写　真手　芸手　芸

部 門 賞 作 品 名 作 者 団 体 名

絵 画

金 洋 な し 野間　靜子 東 石 井 長 寿 会
銀 干 物 の す ぼ し 小倉多津子 余 戸 む つ み ク ラ ブ
銀 清 流 大野　　敏
銅 来 島 の 守 り 佐藤　鎮久 若 教 室

絵画以外の絵 佳作 は な み ず き 八木　年子 永 代 町 高 令 ク ラ ブ
書 道 金 褚 遂 良 孟 法 師 碑 長嶺　秋代 若草高齢者書道クラブ

写 真
金 夜 の 道 後 温 泉 乘松　賢二 古 三 津 福 寿 会
銀 施 餓 鬼 供 養 伊藤　一春 本 村 あ や め 会

絵 手 紙

金 心 ゆ た か な 日 々 伊藤　正美 余 戸 鶴 寿 会
銅 夏 後藤　三雄 余 戸 ち と せ ク ラ ブ
銅 ６月の尾瀬！行って来ました 上田八寿子 余 戸 鶴 寿 会
銅 私 流 の 絵 手 紙 玉井美由紀

佳作 は じ め て の 絵 手 紙 村上登喜子 絵 手 紙 講 座
佳作 春 か ら 夏 へ 深井美亀子

つ ば き の 会佳作 ひ と と き の 夏 中西　則子
佳作 絵 手 紙 三 昧 中江ロクヱ
佳作 花 有馬壽江美

な で し こ の 会
佳作 絵 手 紙 の あ る 暮 ら し 高橋　久恵

陶 芸 金 老 蓮 花 薬師寺喜樹

工 作
金 大型豪華客船　新岡友丸 岡本　智敏 竹 原 高 齢 ク ラ ブ
銀 極 楽 寺 本 堂 坂本　公一 鷹子すこやかクラブ
銅 大 洲 城 岩井　　博 東 石 井 長 寿 会

皮革工芸
金 電 気 ス タ ン ド 宮内　尚子 皮 革 工 芸 講 座
銀 タ ペ ス ト リ ー 新名　邦子

佳作 バ ッ グ 乗松登志子 皮 革 工 芸 講 座

手 芸

金 妖 精 と 河 童 佐伯　禮子 土 居 高 齢 ク ラ ブ
銀 着 物 リ メ イ ク 池田美江子 余 戸 む つ み ク ラ ブ
銅 花 の 咲 く 頃 野崎紀久子

佳作 四 季 の 壁 掛 け 安永　文子 鷹子すこやかクラブ
佳作 花 籠（ 合 作 ） 二神紀恵・森本朝子 こ も れ び

俳 句

金 もう誰も使わぬ二階
冬日差す 日下　哲夫 山越八千代会（さつき句会）

銀 炎天や海見はるかす
忠魂碑 福井　壽泰 余戸鶴寿会（鶴寿句会）

銅 菜の花を抜けて古墳を
駆け上がる 石川　恭子 鷹子すこやかクラブ

佳作 繰り返す思慕に相槌
水羊羹 戒能　澄子 鷹子すこやかクラブ

佳作 夜更かしの小窓や
二十三夜月 久保　満代 山越八千代会（さつき句会）

佳作 風入る々母の紬と
文の束 三好喜久子 余戸鶴寿会（鶴寿句会）

短 歌 銀 仏壇の夫のグラスに赤ワイン
注ぎて一人の夕餉始まる 井上由美子

※右表に氏名等掲載※右表に氏名等掲載

皮革工芸皮革工芸

金賞
作品

受賞おめでとう受賞おめでとう
　　ございます！　　ございます！
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　全国健康福祉祭は「ねんりんピック」の愛称で親しまれており、
60 歳以上の方々を中心とする、スポーツ・文化・福祉等の総合
的な祭典で、毎年、各都道府県の持ち回りで開催され、令和５
年は愛媛県で「ねんりんを　重ねた愛顔（えがお）伊予に咲く」
として令和 5 年 10 月 28 日㈯～ 10 月 31 日㈫ 県内全 20 市町
を会場に、スポーツから文化に関する種目まで全 29 種目が開催

されました。（主催：厚生労働省、愛媛県、（一財）
長寿社会開発センター / 共催：スポーツ庁）
　「地域文化伝承館」は全国老人クラブ連合会と愛
媛県老人クラブ連合会が主管となって令和 5 年 10 月 28 日㈯～ 10 月 30 日㈪
の 3 日間、愛媛県県民文化会館サブホールで開催され、高齢者が長年培ってき
た豊かな経験・知識・技術を生かして取り組んでいるさまざまな地域文化・生
活文化をその実演・展示を通して披露し、各世代間交流を図り、地域に伝わる
民俗芸能・郷土芸能や老人クラブなどが日ごろ取り組んでいる多彩な健康・生
きがいづくり活動を紹介・発表して、老人クラブをはじめとする高齢者の組織

や活動への理解を深めることを目的として、松山市からもブース展
示（４団体）と活動発表のステージ出演（６団体）をしました。

来
場
者
に
は
記
念
品
が

来
場
者
に
は
記
念
品
が

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
！

（
女
性
・
若
手
の
各
委
員
会
が
作
成
）

（
女
性
・
若
手
の
各
委
員
会
が
作
成
）

お遍路さん
キーホルダー
絵付け体験

（鷹子すこやかクラブ）

久米舞（久米芸能連）久米舞（久米芸能連）

伊予田の草取り唄（来住町寿会）伊予田の草取り唄（来住町寿会）

伊予万歳（束本伊予万歳）伊予万歳（束本伊予万歳）

野村町乙亥大相撲（西予市老連）野村町乙亥大相撲（西予市老連）

高浜音頭松山小唄（高浜地区高齢クラブ連合会）高浜音頭松山小唄（高浜地区高齢クラブ連合会）

きゅうべえ体操（チームきゅうべ）きゅうべえ体操（チームきゅうべ）

社会福祉法人 慈 光 会 

ていれぎ荘 
松山市水泥町４０５番地1
（089） 975ー5558
（089） 975ー9300FAX

社会福祉法人 愛隣園
高齢者総合福祉施設

・介護付有料老人ホーム
・小規模特別養護老人ホーム
・短期入所

・グループホーム
・デイサービス
・居宅介護支援事業所

松山市久米窪田667－1
（089）970ー9101

三好整形外科医院【協力医療機関】

〒799－2662 松山市太山寺町1470
（089）979ー7781

デイサービス

社会福祉法人瀬戸福慈会

【併 設】特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
小規模多機能型居宅介護
高齢者グループホーム・ショートステイ

三好整形外科医院【協力医療機関】

〒799－2662 松山市太山寺町1466－1
（089）979ー7786

デイサービス

社会福祉法人瀬戸福慈会

【併設】特 別 養 護 老 人 ホ ー ム
小規模多機能型居宅介護
高齢者グループホーム・ショートステイ

営業日：月曜日～土曜日（祝日除く）

訂正版

TEL（089）960ー1088松山市平井町甲１１０４－１

TEL（089）933ー3788松山市千舟町6丁目4－9

住宅型有料老人ホーム

医療法人　東西会

千舟町クリニック
理事長　橋 本 満 義 ウェルケア道後

（089）993ー8232
松山市下伊台町乙129番地9

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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六
十
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
の
祭
典
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

が
始
ま
り
、
私
は
県
民
文
化
会

館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
ど
こ

で
何
を
す
る
の
か
分
か
ら
ず
緊

張
し
ま
し
た
が
、
前
の
日
に
行
っ

て
皆
さ
ん
の
弁
当
係
と
聞
い
て

安
心
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で
足

が
痛
く
て
苦
労
し
て
た
か
ら
で

す
。

　
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
で
は

コ
ン
セ
プ
ト
ワ
ー
ド
「
ね
ん
り
ん

の
技
と
心
が
、
愛え

顔が
お

を
つ
な
ぐ
」

と
題
し
て
、
地
域
文
化
伝
承
館

の
出
演
者
や
出
展
者
が
長
年
培

っ
て
き
た
技
術
と
人
情
味
あ
ふ

れ
る
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
。

こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
、
訪
れ
た
皆

が
地
域
や
世
代
を
超
え
て
笑
顔

に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、

こ
こ
で
し
か
得
ら
れ
な
い
体
験

を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
絆
が

育
ま
れ
る
よ
う
思
い
を
込
め
ま

し
た
。
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
三

十
五
回
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ

め
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛

顔
の
え
ひ
め
2
0
2
3
」
が
十

月
二
十
八
日
か
ら
三
日
間
文
化

会
館
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

合
同
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
保
健
福
祉
部
長
菅
様
の

あ
い
さ
つ
や
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
村
木
厚
子
様
の
あ
い

さ
つ
、
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
鶴
本
様
の
力
強
い
開
会

宣
言
で
大
会
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。

　

弁
当
係
の
仕
事
は
、
内
子
の

曾
我
部
さ
ん
に
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
日
は
七
十
四
個
の

弁
当
を
名
前
を
聞
い
て
チ
ェ
ッ
ク

マ
ー
ク
を
し
て
渡
し
、
食
べ
た

後
定
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
袋
に
回
収

し
終
了
で
し
た
。
済
ん
だ
後
、

舞
台
で
新
居
浜
市
の
コ
ー
ラ
ス

「
こ
の
町
で
」「
青
い
山
脈
」
を
聞

い
て
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
他

「
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ
缶
」
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
聴
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。

　

ブ
ー
ス
を
回
っ
て
私
の
出
身
地

の
宇
和
島
を
の
ぞ
い
て
、
愛
媛

新
聞
の「
門
」の
投
稿
で
有
名
に

な
っ
た
木
原
さ
ん
に
自
分
の
名

刺
を
渡
し
て
、
良
け
れ
ば
電
話

し
て
く
だ
さ
い
と
頼
み
ま
し
た
。

　

私
は
八
十
を
過
ぎ
て
い
る
の

で
二
十
八
日
の
一
日
だ
け
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
勉

強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、

い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

お問い合せは、松山市高齢クラブ連合会事務局（☎ 089-921-2161）または地区老人クラブまで。

地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です。
①仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行います。
②その知識や経験を生かして、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組みます。
③明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努めることを目的としています。

高齢クラブとは

楽しく生きる長寿社会をめざして  高齢クラブ活動の輪
健康づくり
シニア・スポーツ

趣味・文化
レクリエーション

学習活動
リーダー研修

生活を
豊かにする
楽しい活動

おおむね 60 歳以上の方
を対象としています。常
時活動に参加できない高
齢者であっても、会員と
して迎え、支え合い、喜
びを共にできるよう努め
ています。

高齢クラブは、
会員が日常的に
声を掛け合い、
歩いて集まるこ
とのできる小地
域の範囲で組織
しています。

老後の生活を豊かなものとし、
老人福祉、地域福祉の向上を
図る高齢クラブの活動に対し、
国や地方公共団体では、その
役割や意義、重要性を評価し、
健全な育成を目指し支援して
います。

会　員 組　織 国・地方公共団体支援

私たちと一緒にクラブ活動を通して
健康長寿をめざしませんか？

手芸品展示（束本福寿会）手芸品展示（束本福寿会）

俳句展示（久米地区高齢クラブ連合会）俳句展示（久米地区高齢クラブ連合会）

絵画展示（南久米クローバーの会）絵画展示（南久米クローバーの会）

道
後
西
愛
宕
会
　
会
長
　

道
後
西
愛
宕
会
　
会
長
　油
野
　
秀
樹

油
野
　
秀
樹

友だち登録お願いします！

老人クラブ活動のご紹介
シニアの方々のお役に立つ情報
意外と知らない雑学
知って得する豆知識 etc.

博報社公式LINE博報社公式LINEができました！

etc.etc.

LINEアプリで、左記のQRコードを読み取るか、
博報社と検索してください。

アウトソーシング

社内の業務の一部を社外の企業な

どに委託すること。

「外部委託」「外注」のこと。

久 野 内 科

松山市此花町８－２４（松山東高正門前）
（089）932ー5567

内科・呼吸器科・消化器科
アレルギー科
居宅支援事業

https://www.taitofukushikai.jp/

松山市苞木甲200 番地

☎（０８９）  ９９４ー２７７７

松山市苞木甲202番地１

☎（０８９）  ９９４ー７１５５

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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第18回 第18回 松山市高齢者松山市高齢者

森友会
（浮穴地区）

三町
（桑原地区）

ザ・ひま人 C
（宮前地区）

優　勝

準優勝 第3位

場所
松山市拓川市民運動広場

参加人数
29 名（5チーム）

令和５年度　令和５年度　
松山市高齢クラブ松山市高齢クラブ

東石井G G部 A
（石井地区）159 打

若駒 A
（久枝地区）162 打

喜楽会Ａチーム
（宮前地区）154 打

優　勝

準優勝 第3位

場所
松山中央公園運動広場

参加人数
420 名（103 チーム）

佐古岡Ｂ
（和気地区）

幸風苑Ｂ
（和気地区）

市坪平成クラブＡ
（余土地区）

優　勝

準優勝 第3位

場所
松山中央公園運動広場

参加人数
178 名（52 チーム）

令和５年度　令和５年度　　　第11回第11回   松山市高齢クラブ松山市高齢クラブ

柏クラブ B
（桑原地区）341 点

富久栄クラブＡチーム
（生石地区）341 点

東石井長寿会 A
（石井地区）357 点

優　勝

準優勝 第3位

参加人数

場所
松山市総合コミュニティ

センター体育館

218 名（62 チーム）

令和５年度　令和５年度　
第１2 回  第１2 回  松山市高齢クラブ松山市高齢クラブ

TEL（089）968ー8788 FAX968ー8789
松山市余戸西１丁目１番６号

日 月 火 水 木 金
○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ○○

土
／／

午前 9時～12時
午後 2時～ 6 時
休診 火・土・祝日

診療案内

前回

お薬手帳を活用しましょう ！

＊ ＊ お薬手帳を持つメリットを知りましょう ＊お薬手帳を持つメリットを知りましょう ＊
・・薬の重複やよくない飲み合わせを防止できます薬の重複やよくない飲み合わせを防止できます。。
・・同じ薬による副作用の再発を防止できます同じ薬による副作用の再発を防止できます。。
・・旅行先で病気になった時など旅行先で病気になった時などお薬手帳があればお薬手帳があれば
  飲んで  飲んでいる薬を正確に伝えられます。いる薬を正確に伝えられます。

＊ お薬手帳を持つメリットを知りましょう ＊
・薬の重複やよくない飲み合わせを防止できます。
・同じ薬による副作用の再発を防止できます。
・旅行先で病気になった時などお薬手帳があれば
  飲んでいる薬を正確に伝えられます。

医師・歯科医師・薬剤師が
　　あなたのお薬の内容を確認するための大切な記録です。

上甲整形外科 

松山市福音寺町２６ー１ 
（089） 975ー3151

午後 ２ ００ ～ ： ６ ００ ： 
午前 ９ ００ ～ ： １２ ３０ ： 

月 受 付 時 間  火 水 木 金 土 
○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  
○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ／／  

日 
／／  
／／  

整形外科
尾形クリニック

松山  尾形クリニック

松山市北久米町38番8

（089）961ー4154
（ヨイコシ）

松山市山越2ー1ー30
（089）926ー3349

※休診日  日曜日・木曜日午後・土曜日午後・祝日
午後 2 00～： 6 00：
午前 9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
○○ ○○ ○○ 休 休○○

松山市山越2ー1ー30
（089）926ー3349

☆土曜日は午前9：00～午後1：00まで
※休診日  日曜日・木曜日午後・祝日

午後2 00～： 6 00：
午前9 00～： 12 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ☆☆
○○ ○○ ○○ 休 ○○

前回

TEL（089） 994ー7800

PM
AM

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○○  ○○  ○○  ○○  ○○  ○○  
○○  ○○  ○○  ／／  ○○  ／／  

※木曜・土曜午後、日曜、祝日　休診 
2 00～ ： 6 00： 
8 30～ ： 12 30： 

松山市常竹甲３７９ー１ 

川谷整形外科 
医療法人 

松山市南久米町７２３ （089）975ー0503

内科・消化器科・心療内科・精神科 

松山市南久米町７２３ （089）975ー0503

内科・消化器科・心療内科・精神科

精神科・心療内科

内科・消化器内科

前回

精神科・心療内科

内科・消化器内科

休 診 日

■

■

■

日曜日・祝日

但し、水曜日は まで００：午後 5
土曜 午後 ００：1００：午前 9 ～

平日 午後 ００：1００：午前 9 ～
午後 ００：6００：午後 3 ～

平日 午後 ００：12００：午前 9 ～
午後 ００：3００：午後 1 ～

TEL（089）915ー6000

14 30 ～： 18 00：
9 00 ～： 12 30：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ／／

休診日　水、土曜午後・日曜・祝日

松山市宮田町170番地

C

SAE

K
I
I
N
T
E

R N A L

C
L
I
N
I

松山市桑原６丁目４ー３３
（089）998ー3331

午後2 30～： 6 00：
午前9 00～： 12 30：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
○○ ○○ ○○ ／／ ○○ ／／

休診日  木曜・土曜午後、日曜・祝日

糖尿病専門医

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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　松山市デジタル戦略課の地域コミュ
ニティのデジタル化支援事業で、若手
委員会を対象に L‌I‌N‌E 講座を開催しま
した。（L‌I‌N‌E とはスマホやパソコン、
タブレットなどで利用できるアプリ
ケーションで、ユーザー同士が無料で
メッセージや写真のやり取り、音声通
話、ビデオ通話が可能）

皆様からの作文を

お待ちしております！

　  

⒈
作
文
の
テ
ー
マ

　

⑴
高
齢
ク
ラ
ブ
が
元
気
に
な
る
活
動
に
つ
い
て

　

⑵
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
強
に
つ
い
て

　

⑶
私
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て

　

⑷
私
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

⑸
高
齢
者
（
高
齢
ク
ラ
ブ
）
の
自
助
、
共
助
に
つ
い
て

　

⑹
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　

⑺
高
齢
ク
ラ
ブ
の
復
活
の
秘
訣
に
つ
い
て

　

⑻
そ
の
他
（
例
え
ば
、
高
齢
ク
ラ
ブ
を
前
進
さ
せ
る
も
の
）

⒉
応
募
資
格　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員

⒊
応
募
規
定　

一
六
〇
〇
字
以
内
、
様
式
は
自
由

⒋
締　
　

切　

令
和
六
年
四
月
三
日
㈬ 

⒌
提
出
先   �

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
事
務
局
）

　

〒
７
９
０
―
０
８
０
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
市
若
草
町
８
―
２

　
　
　
　
　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
８
９
）
９
２
１
―
２
１
６
１

 　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
９
）
９
３
４
―
２
２
２
１

第
48
回
　

  

高
齢
者
の
主
張
作
文
の
募
集

◆�

最
優
秀
作
、
優
秀
作
お
よ
び
佳
作
を
選

考
し
、
表
彰
し
ま
す
。

◆�

ご
提
出
さ
れ
る
際
、
機
関
紙
へ
の
投
稿

と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
「
高
齢
者
の
主

張
作
文
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

クラス別 順　位 氏　名 段・級

A 級

優　勝 森本　直治 五段
準優勝 三谷　義宏 五段
第 3 位 毛利　森夫 四段
第 4 位 北口　文彦 三段

B 級

優　勝 畦地　和幸 二段
準優勝 児島　岩敏 二段
第 3 位 山口　敬彦 初段
第 4 位 ｰ ｰ

C 級

優　勝 宮城　雄一 4 級
準優勝 真鍋　　悟 4 級
第 3 位 池田　光広 4 級
第 4 位 村井　　功 1 級

クラス別 順　位 氏　名 段・級

A 級

優　勝 越智　政信 四段
準優勝 仙波　和彦 三段
第 3 位 福田　勇治 二段
第 4 位 樋笠　義幸 三段

B 級

優　勝 田中　　勝 1 級
準優勝 大野　晋一 1 級
第 3 位 沖田　　稔 1 級
第 4 位 駄場　清志 3 級

C 級

優　勝 石崎　孝義 6 級
準優勝 鎌田　福富
第 3 位 沼田　弘満 6 級
第 4 位 渡邊　一智 6 級

囲碁大会
（9月14日　参加者数：32名）

将棋大会
（9月15日　参加者数：34名）

入賞おめでとう入賞おめでとう
　ございます！　ございます！

●赤巻紙青巻紙黄巻紙
●この子なかなかカタカナ書けなかったな、
  泣かなかったかな？

●ラバかロバかロバかラバか分からないので
  ラバとロバを比べたらロバかラバか分からなかった

●キツツキ木突き中きつく木に頭突きし　
   傷つき気絶し木突き続けられず

脳の活性化！！ 早口言葉にチャレンジ！！
普段の会話ではあまり登場することのない、言いにくい文章を読むことで脳を鍛えます。

みんなで一緒 にやっ
てみよう

●老若男女（ろうにゃくなんにょ）
●庭には鶏が二羽いました

院　長　長戸　重幸　副院長　長戸　登世 

※平日の14：00～18：00/施設への訪問診療を行います。 

月 火 水 
在宅
医療 在宅

医療 在宅
医療 

木 金 土 日・祝 
／ ／ 

脳神経外科 
8 30 ～ ： １２ 30 ： 

訪問
診療 訪問

診療 ／ ／ ／ ／ 
月 火 水 木 金 土 日・祝 心 療 内 科 

8 30 ～ ： １２ 30 ： 

MRI・CT完備 

松山市余戸西３丁目９－２２ 
（089） 994ー5700 

ながと　　　クリニック 脳神経外科 
心療内科 

のどの痛み、咳が辛い時に！

はちみつ大はちみつ大根根
材料ははちみつと大根だけ。
大根を小さめに切って容器に入れ、
はちみつを入れてそのまま待つだけ。
はちみつの殺菌効果と大根の炎症を鎮める
作用で喉の痛みが和らぎますよ。
※はちみつは１歳未満の赤ちゃんには与えないで
　ください。

リハビリテーション科・内科
松山リハビリテーション病院

医療法人財団 慈 強 会

松山市高井町１２１１ （089）975ー7431

松山市高井町１２０３ （089）975ー7761

介護老人保健施設

高井の里

院長　俊野  昭彦

松山市富久町360ー1

医療法人  結和会

（089）972ー3355

笑 顔 の あ ふ れ る 病 院

平日・午前 8：30～11：30   午後 13：30～16：30
木曜・土曜  8：30～11：30
休診日：日曜・祝日  ※泌尿器科 金曜は午前診察のみ

泌尿器科（人工透析）・内　科
一般病棟／療養病棟

ふるかわ内科クリニック
糖尿病内科 ・ 消化器内科 ・ 内科

松山市古川南3丁目１６－２７

１４００～： １７１５：

８ ３０～： １２ 3０：
月診察時間 火 水 木 金 土 日祝
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ／／～１３：３０

診療○○ ／／ ○○ ／／ ／／○○（受付１７：００まで）

（受付１2：００まで）

（0８９）956ー7717

訂正版

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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会
長
に
誘
わ
れ
て
「
た
か
が
輪

投
げ
」
と
始
め
て
十
年
、今
は
「
さ

れ
ど
輪
投
げ
」
と
恐
れ
入
っ
て
い

る
。

「
さ
れ
ど
輪
投
げ
　
そ
の
一
」

　

こ
の
部
会
（
現
在
会
員
数
二
十

五
名
）
チ
ー
ム
、
昨
年
度
の
松
山

市
高
連
輪
投
げ
大
会
で
優
勝
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
要

因
は
、
週
一
回
欠
か
す
こ
と
な
く

全
員
そ
ろ
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い

る
こ
と
。
練
習
と
い
っ
て
も
、
試

合
形
式
で
高
得
点
者
は
メ
ジ
ャ

ー
、
そ
れ
な
り
の
者
は
マ
イ
ナ
ー

に
区
別
さ
れ
る
。
か
く
い
う
私
は

マ
イ
ナ
ー
か
ら
抜
け
出
せ
ず
悔
し

涙
に
く
れ
つ
つ
、
い
つ
か
は
メ
ジ

ャ
ー
へ
と
希
望
を
つ
な
ぎ
頑
張
っ

て
い
る
。
と
に
か
く
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
、
下
手
く
そ
で
も
面
白
い
。
特

に
ビ
ン
ゴ
が
来
る
と
三
十
点
に
加

算
さ
れ
る
（
日
本
ワ
ナ
ゲ
協
会
の

採
点
方
法
採
用
）。
ス
カ
ッ
と
す

る
。

　

実
は
こ
の
部
会
、
試
合
だ
け
で

は
な
い
。
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
卒
寿

に
な
っ
た
人
を
祝
う
と
か
、
一
年

間
欠
席
し
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
に

皆
勤
賞
を
出
す
と
か
、
運
営
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
の
積
み
重
ね
が
、
大
会
で
頂

点
を
極
め
る
成
果
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

「
さ
れ
ど
輪
投
げ
　
そ
の
二
」

　

南
梅
本
団
地
寿
会
に
入
会
し
て

気
付
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
の
名

前
も
顔
も
知
ら
な
い
。
早
速
役
員

会
に
諮
っ
て
名
札
を
作
成
。
と
こ

ろ
が
輪
投
げ
部
会
で
は
毎
週
顔
を

合
わ
せ
、
採
点
ボ
ー
ド
に
は
名
前

と
得
点
が
書
か
れ
て
い
る
。
名
札

な
ど
は
な
く
と
も
い
つ
し
か
名
前

と
顔
を
覚
え
、
雑
談
を
交
わ
す
ほ

ど
に
な
っ
た
。
人
は
同
じ
趣
味
、

　

わ
が
立
花
二
丁
目
寿
会
に
お
い

て
は
、
年
間
を
通
じ
て
の
行
事
と

し
て
、
①
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

（
毎
土
曜
日
二
時
間
程
度
）、
②
ま

つ
い
ち
体
操
（
毎
火
曜
日
一
時
間

程
度
）
を
実
施
し
、
共
に
毎
回
十

数
人
の
参
加
者
が
活
動
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
は
参
加
者
全
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
特
に
男
性
会
員
が
や
や
減

少
す
る
中
、
壮
年
（
？
）
女
子
は

元
気
い
っ
ぱ
い
長
年
に
わ
た
り
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
経
過
の
中
、
令
和

五
年
七
月
、
女
子
二
人
が
同
一
の

ス
コ
ア
を
出
し
た
の
で
紹
介
し
た

い
。

［
特
筆
］

⒈�

A
さ
ん
・
B
さ
ん
共
に
各
ラ

ウ
ン
ド
の
打
数
が
1
R
20
点
・

2
R
26
点
・
3
R
25
点
と
全
く

同
じ
で
あ
る
こ
と
。
ち
な
み

に
A
さ
ん
・
B
さ
ん
は
同
じ
組

で
の
ラ
ウ
ン
ド
で
は
な
い
。

⒉�

A
さ
ん
・
B
さ
ん
1
R
で
の
打

数
が
同
じ
に
加
え
て
、
各
ホ

ー
ル
で
の
打
数
が
全
く
同
じ

で
あ
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

も
同
じ
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

⒊�

A
さ
ん
は
七
十
八
歳
、B
さ
ん

は
八
十
四
歳
。い
ず
れ
も
女
性

で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
時
間
を
共
有
す
れ

ば
、
自
然
と
連
帯
感
も
生
ま
れ
る

も
の
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
会
の

全
体
活
動
に
も
生
か
さ
れ
、
現
に

旅
行
、
研
修
、
懇
親
会
な
ど
へ
メ

ン
バ
ー
は
率
先
し
て
参
加
し
て
い

る
。

　

私
は
考
え
る
。
組
織
活
動
に
は

レ
ベ
ル
が
あ
る
と
。
会
員
が
年
に

数
回
の
行
事
に
参
加
す
る
の
は

「
点
」
と
し
て
の
参
加
。
こ
れ
に

対
し
「
線
」
か
ら
「
面
」
へ
の
参

加
レ
ベ
ル
は
、
小
集
団
に
よ
る
継

続
的
な
活
動
が
欠
か
せ
な
い
。
わ

が
「
輪
投
げ
部
会
」
は
こ
の
意
味

で
寿
会
と
組
織
に
と
っ
て
「
核
」

と
も
言
え
る
存
在
だ
と
言
え
る
。

今
年
は「
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
」と「
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
の
二
部
会
が
発

足
し
た
。
面
的
活
動
が
ま
た
一
段

と
広
が
る
だ
ろ
う
。

　
「
さ
れ
ど
輪
投
げ
」。
今
日
は
水

曜
日
、
メ
ジ
ャ
ー
昇
格
を
夢
見
て

集
会
所
へ
G
O
。

「
輪
投
げ
部
会
」技
術
レ
ベ
ル
高
く
し
て

「
輪
投
げ
部
会
」技
術
レ
ベ
ル
高
く
し
て

寿
会（
老
人
組
織
）の
核
と
な
っ
て
い
る

寿
会（
老
人
組
織
）の
核
と
な
っ
て
い
る

南
梅
本
団
地
寿
会　

南
梅
本
団
地
寿
会　佐

伯　

公
康

佐
伯　

公
康

A さん 1 番 2 番 3 番 4 番 5 番 6 番 7 番 8 番 スコア計
1ラウンド 3 3 3 3 ① 3 4 3 20
2 ラウンド 4 2 3 3 3 4 4 3 26
3 ラウンド 3 3 4 3 3 3 3 3 25

B さん 1 番 2 番 3 番 4 番 5 番 6 番 7 番 8 番 スコア計
1ラウンド 3 3 3 3 ① 3 4 3 20
2 ラウンド 3 3 2 4 3 5 3 3 26
3 ラウンド 4 2 2 3 2 4 4 4 25

於：石手川公園グラウンド／ 8 ホール

　

令
和
五
年
の
夏
、
私
た
ち
地
区

の
盆
踊
り
大
会
が
四
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
露
店
も
出
て
多
く
の

子
ど
も
さ
ん
も
楽
し
く
参
加
し
て

大
変
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

自
治
会
長
さ
ま
や
お
世
話
役
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
で
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
地

域
で
は
、
公
民
館
の
活
動
が
地
区

を
動
か
す
源
だ
な
と
つ
く
づ
く
感

じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

さ
て
次
は
高
齢
ク
ラ
ブ
の
行
事

で
す
。
九
月
四
日
に
久
し
ぶ
り
に

会
員
さ
ん
に
集
合
を
お
願
い
し
ま

し
た
。二
十
名
の
参
加
で
し
た
が
、

う
れ
し
さ
に
感
動
で
す
。
前
半
は

山
口
さ
ん
に
よ
る
体
操
と
音
楽
の

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。
後
半
は

ワ
ナ
ゲ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
少

し
の
予
算
か
ら
景
品
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
に
粗

品
で
し
た
が
お
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
て
大
成
功
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

再
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
四
月
に

発
足
し
た
俳
句
会
も
先
日
趣
味
の

作
品
展
に
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
九
月
六
日
、
第
六
十

三
回
愛
媛
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
約

七
〇
〇
名
の
参
加
者
で
し
た
。
そ

の
中
で
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
会
員

増
強
ク
ラ
ブ
と
し
て
会
長
表
彰
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ

の
活
動
が
成
功
し
た
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
名
で
も

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
役
員

会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

松
山
高
連
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
何
分
に

も
高
齢
者
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

近況報告近況報告
久しぶりの再会に感動久しぶりの再会に感動

土居田高齢クラブ　土居田高齢クラブ　
金澤　勝男金澤　勝男

立花二丁目寿会　　立花二丁目寿会　　
　　会長　会長　戸島　満義戸島　満義

グラウンド・ゴルフでグラウンド・ゴルフで
ミラクル‼ミラクル‼

呼吸循環器系の機能強化や持久力の向上につ
ながります。無理はせず自分のペースで行いま
しょう。

歩行を安定させることに効果的。ハーフスクワ

ットや椅子を使ったスクワットがおすすめです。

筋肉や関節の柔軟性を高め、集中力の維持に効

果的です。肩こりや腰痛の緩和も

バランス感覚や体幹を鍛え、転倒予防や歩行速

度を高めます。肩こり・腰痛予防にも効果的。

運動を行わない場合、筋力の衰えだけでなく体全体の機能が落ちやすくな

ります。日々の運動はそれを予防するだけでなく、転倒事故の防止や疲労感

の減少、食欲増進にもつながります。そこで今回は、高齢者の健康維持にお

すすめの運動とその効果4選をご紹介します。

有酸素運動（ウォーキング・水泳など） ストレッチ・ヨガ

フラフープ・バランスボール下半身の筋トレ（スクワットなど）

運 動 の ス ス メ
健康維持のために習慣づけよう！健康維持のために習慣づけよう！健康維持のために習慣づけよう！ お

す
す
め
運
動
４

お
す
す
め
運
動
４
選選

お
す
す
め
運
動
４
選

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 

日 
／ ／ 
／ ／ 

休診日　日曜・祝日・水曜午後・土曜午後 
午後 15 00 ～ ： 18 45 ： 
午前 9 00 ～ ： 12 45 ： 

院  長 松 本 健 吾 

松山市新石手甲７２－１ 
（089） 977ー3355

http://www.ishite-matsumoto-clinic2010.com 
ー

松山市高岡町４２８ー４
（フジ高岡店南）

訂正版

13：00
まで

13：00
まで

9：009：00

13：0013：00 18：0018：00～～

～～12：0012：00

あらたま内科・糖尿病内科
A r a t a m a

はじめての方はお電話ください

あらたま内科・糖尿病内科
A r a t a m a

はじめての方はお電話ください

×

○

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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令
和
四
年
十
一
月
二
十
七
日

㈰
「
貸
切
バ
ス
観
光
等
利
用
促
進

事
業
費
補
助
金
」
を
利
用
し
て
、

「
南
予
バ
ス
の
旅
」
に
行
き
ま
し

た
。
宇
和
島
自
動
車
が
利
用
の
便

宜
を
図
っ
て
く
れ
、
22
名
が
大
型

バ
ス
で
、
コ
ロ
ナ
の
心
配
も
な
く

広
々
と
ゆ
っ
た
り
し
た
旅
を
し
ま

し
た
。

　

九
時
集
合
で
松
山
を
出
発
し
、

道
の
駅「
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
」

で
お
買
い
物
と
記
念
写
真
を
済
ま

せ
て
か
ら
宇
和
島
ま
で
車
を
走
ら

せ
、
昼
食
は
名
物
の
「
宇
和
島
鯛

め
し
」。
ビ
ー
ル
は
希
望
者
が
め

い
め
い
に
。

　

そ
れ
か
ら
松
野
町
へ
戻
り
、「
虹

の
森
公
園
お
さ
か
な
館
」
で
ペ
ン

ギ
ン
や
淡
水
魚
中
心
の
水
族
館
を

見
学
。
大
き
な
魚
や
ワ
ニ
に
も
驚

く
。
ガ
ラ
ス
工
房
で
す
て
き
な
カ

ッ
プ
を
購
入
。

　

次
に「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ
」

ま
で
走
り
、「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」

展
覧
会
を
見
学
。
小
さ
い
板
に
描

き
出
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
世
界
に

全
員
驚
き
と
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。「
か
ぶ
と
む
し
」
が
生
き
て

い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
作
品

が
一
位
で
し
た
。

　

あ
と
は
帰
る
だ
け
。
ま
ず
は
バ

ス
の
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
。
商
品
も
た
く
さ

ん
用
意
。
テ
レ
ビ
を
使
う
と

意
外
と
簡
単
な
操
作
で
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
「
カ
ラ
オ
ケ
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
」
な
の
で
、
準
備
し

て
き
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
使
っ

て
の
コ
ー
ラ
ス
。
想
い
出
の

あ
の
歌
こ
の
歌
。「
高
原
列

車
は
行
く
」「
高
校
三
年
生
」

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
う
ち

に
、
バ
ス
は
内
子
を
通
っ
て

予
定
通
り
四
時
過
ぎ
に
南
江

戸
町
へ
。
全
員
無
事
帰
着
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

町
内
の
子
ど
も
運
動
会
や
盆
踊

り
大
会
、
日
々
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
な
ど
が
行
わ
れ
る
「
南
吉

田
中
央
公
園
」
に
は
桜
や
椿
、
ク

チ
ナ
シ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
る

が
、
人
目
を
引
き
付
け
る
花
が
な

い
の
が
寂
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

あ
る
時
、
公
園
の
一
角
に
大
き

な
ア
ジ
サ
イ
が
三
株
、
そ
れ
以
外

に
も
小
さ
な
株
が
そ
こ
こ
こ
に
点

在
し
、
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
る
の

が
目
に
つ
き
、
こ
れ
を
公
園
全
体

に
増
や
し
て
い
こ
う
と
話
が
ま
と

ま
り
、
経
験
者
を
中
心
に
六
人
の

世
話
人
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
公

園
に
自
生
し
て
い
た
ア
ジ
サ
イ
を

親
株
と
し
て
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
挿

し
木
方
式
で
植
え
付
け
、
今
で
は

三
十
本
ま
で
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
今
年
は
暑
か
っ

た
。
自
宅
の
庭
で
育
て
る
の
で
あ

れ
ば
水
の
運
搬
は
楽
だ
し
手
入
れ

も
簡
単
だ
ろ
う
が
、
広
い
公
園
だ

と
そ
う
は
い
か
な
い
。
当
初
は
両

手
に
バ
ケ
ツ
で
三
十
六
キ
ロ
の
水

を
運
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
重
労
働
で
、
重
さ
や
暑
さ
に

耐
え
き
れ
ず
、
つ
い
に
水
道
か
ら

四
十
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー
ス
を
引
い

て
水
を
撒
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
一
回
に
約
四
十
分
を
要

し
、
日
中
の
暑
い
時
間
帯
を
避

け
、
夕
方
に
根
元
の
方
だ
け
に
優

し
く
水
を
流
し
込
ん
で
や
る
の
で

あ
る
。

　

公
園
の
広
さ
か
ら
す
る
と
ま
だ

本
数
は
少
な
い
が
、
一
年
目
と
し

て
ア
ジ
サ
イ
増
殖
作
業
は
軌
道
に

乗
り
、
水
が
命
の
ア
ジ
サ
イ
を
枯

ら
す
こ
と
な
く
猛
暑
を
乗
り
切
っ

た
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
し
た
達
成
感

を
味
わ
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
少

し
ず
つ
増
や
し
て
、
公
園
全
体
に

色
と
り
ど
り
の
き
れ
い
な
ア
ジ
サ

イ
を
咲
か
せ
た
い
と
み
ん
な
で
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

秋の南予バスの旅秋の南予バスの旅

ア
ジ
サ
イ
と
乗
り
越
え
た
猛
暑

ア
ジ
サ
イ
と
乗
り
越
え
た
猛
暑

吉
田
さ
し
も
も
高
齢
ク
ラ
ブ

吉
田
さ
し
も
も
高
齢
ク
ラ
ブ

会
長
　

会
長
　
吉
村　

征
夫

吉
村　

征
夫

　

湯
山
高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会
で
は

九
月
十
三
日
、
四
年
ぶ
り
の
日
帰

り
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
久
し
ぶ
り
の
旅

行
は
、
会
員
皆
さ
ん
の
期
待
は
大

き
く
と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し

た
。

　

私
た
ち
十
九
名
で
バ
ス
一
台
に

乗
り
、
香
川
県
の
善
通
寺
さ
ん
に

全
員
で
お
参
り
し
ま
し
た
。
と
て

も
暑
い
中
多
勢
の
参
拝
の
人
で
し

た
。
ま
た
外
国
の
方
を
多
く
見
受

け
、
四
国
も
国
際
的
な
街
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

弘
法
大
師
生
誕
の
地
で
真
言
宗

善
通
寺
派
の
総
本
山
で
す
。
ま
た

境
内
に
は
高
さ
約
四
十
三
メ
ー
ト

ル
の
立
派
な
五
重
塔
が
そ
び
え
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
私
た
ち
全
員
期
待
の
四

国
水
族
館
へ
到
着
。
皆
さ
ん
そ
ろ

っ
て
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
見
学
。
若

い
飼
育
員
さ
ん
の
き
び
き
び
し
た

指
示
に
、
イ
ル
カ
さ
ん
は
素
晴
ら

し
い
演
技
で
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
海
の
生
き
物
が

人
の
指
示
動
作
で
、
こ
ん
な
に
も

素
直
に
従
っ
て
見
事
な
演
技
が
で

き
る
な
ん
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
大
き
な
水
槽
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
海
の
生
き
物
が
泳
い
で
い

て
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
何
か

癒
さ
れ
た
感
じ
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
、
ペ
ン
ギ

ン
さ
ん
た
ち
の
所
を
見
て
み
ま
し

た
。
十
数
匹
の
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
た

ち
、
元
気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
し
た

が
、
こ
の
暑
さ
で
は
き
っ
と
疲
れ

切
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

や
が
て
時
間
も
た
ち
帰
路
に
つ

き
、
バ
ス
に
乗
り
込
み
少
し
走
る

と
夕
立
の
雨
。
私
た
ち
は
何
か
つ

い
て
る
感
じ
。

　

高
齢
化
社
会
で
い
ろ
ん
な
こ
と

で
私
た
ち
は
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り

で
す
。
皆
さ
ん
と
集
い
、
ま
た
語

り
合
う
こ
と
に
よ
り
情
報
を
得
て

知
識
を
広
め
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、

明
日
へ
進
ん
で
ゆ
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

一
日
研
修
旅
行

一
日
研
修
旅
行

湯
山
高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会

湯
山
高
齢
ク
ラ
ブ
福
寿
会

白
川　

紀
彦

白
川　

紀
彦

本村あやめ会本村あやめ会
徳本　睦英徳本　睦英

（089）975ー9099
松山市平井町２２７０ヴィラクレール１F

診　察　時　間

日・祝日 休診

月火水金 ９：３０～１３：３０１５：００～１９：００
木土 ９：３０～１４：３０

松山市清水町3丁目177－3
（089）925ー2112

訪問診療
○ 診療時間 午前

午後
9
２
：
：
00
00
～
～
12
7
：
：
30
00

○ 休 診 日 日曜・祝日
水曜午後・土曜午後

野菜などに含まれる鉄分は、お茶の
タンニンと結びつくとタンニン鉄と
なり、体内で吸収されなくなります。
食事の直前直後はタンニンが含まれ
ないほうじ茶や番茶などを飲む方が、
栄養分が無駄なく吸収されるのです。

食事の前後は
　　　ほうじ茶を

歯の健康を保つコツ
目指そう8020！

松山市古川北3丁目14－17
（089）905ー1177
https://www.hajime1177.com

松山市鷹子町243ー8

（医）佐々木歯科
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
○○ ○○ ☆ ○○ ○○ △△

日・祝
休
休

△…14：30～17：00☆…祝日のある週は診療
14 30 ～： 18 30：
9 00 ～： 13 00：

（089）975ー1332
松山市南久米町658－1
（久米郵便局東）

訪問診療応需

UTSUMI  DENTAL CLINIC

O r a l  C a r e  C l i n i c

小 栗 歯小 栗 歯 科科

※土曜診療時間　9：00～12：00/14：00～17：00

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ △△
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ △△

日・祝
××
××14 30 ～： 19 00：

9 00 ～： 12 30：

小栗歯科 検索愛媛県松山市小栗2ー3ー24
TEL（089）934ー2750

一般歯科・小児歯科・矯正歯科

松山市東垣生町５９９－１
（089）989ー8148

※午後診水PM2：30～6：30、土PM2：00～5：00
PM
AM

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○
○○ ○○ ※※ 休休 ○○ ※※

日・祝
休休
休休3 00～： 7 00：

9 00～： 1 00： ～12時

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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「
あ
ん
た
は
元
気
や
な

～
」。
若
い
時
か
ら
妻
や
周

り
の
人
に
よ
く
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。そ
れ
と
い
う
の
が
、

出
掛
け
る
の
が
大
好
き
で
、

ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
旅
行
・
ハ

イ
キ
ン
グ
・
山
登
り
・
温
泉

め
ぐ
り
。
そ
れ
と
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
・
メ
ダ
カ
飼
育
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
・

社
交
ダ
ン
ス
と
下
手
の
横
好

き
で
あ
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ
ん

の
思
い
出
は
作
れ
ま
し
た
。

　

が
、
そ
ん
な
元
気
な
日
々

は
い
つ
ま
で
も
続
か
ず
、

徐
々
に
膝
が
う
ず
き
だ
し

「
変
形
性
膝
関
節
症
」
に
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
一
度
も

体
に
メ
ス
を
入
れ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
に
、
七
十
九
歳

に
し
て
初
め
て
「
左
膝
人
工

関
節
」
を
入
れ
る
手
術
を
行

い
ま
し
た
。
手
術
後
は
正
座

と
膝
を
つ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
不
自
由
な
生
活
に
な
り

ま
し
た
。
だ
が
再
び
、
あ
る

程
度
は
好
き
な
遊
び
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
膝
の
手
術
を
し

て
四
年
近
く
た
っ
た
頃
、
今

度
は
「
左
腰
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
」
に
な
り
、
昨
年
八
十
二

歳
十
一
カ
月
で
手
術
を
行
い

ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
「
あ

ん
た
は
元
気
や
な
」
と
言
わ

れ
た
足
腰
が
う
ら
や
ま
し

く
、
ど
れ
だ
け
幸
せ
だ
っ
た

か
身
に
染
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
も
う
一
度

普
通
に
歩
け
る
よ
う
に
日
々

の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
無
理
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
、
と
り
あ

え
ず
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、

家
族
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
な
身
体
に
な
り
た
い
と
つ

く
づ
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で

あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
と
は
令
和
五
年
九

月
一
日
の
こ
と
。
久
し
ぶ
り

に
午
前
中
に
平
井
の
た
ね
も

の
屋
さ
ん
に
行
き
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
「
デ
ジ
マ
」
一
・
五
キ

ロ
購
入
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ

マ
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
は
妻
の
リ

ク
エ
ス
ト
野
菜
で
あ
る
。
そ

の
後
、
た
か
の
こ
温
泉
へ
行

き
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒

す
。
帰
宅
後
昼
食
を
取
り
、

午
後
三
時
ご
ろ
枝
松
公
園
へ

行
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
の
草
引
き
を
す

る
。
こ
れ
か
ら
練
習

す
る
会
員
の
方
に

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

が
た
く
さ
ん
出
ま

す
よ
う
願
い
を
込

め
て
、
六
時
ご
ろ
終

了
。

　

帰
宅
し
て
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
夕

食
。
た
く
さ
ん
汗

を
か
い
た
の
で
五

〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
の
缶
ビ
ー
ル
を

頂
く
。
そ
の
後
家
の
中
よ
り

外
の
方
が
涼
し
い
の
で
、
自

宅
の
前
の
曹
洞
宗
・
西
光
寺

の
前
で
簡
易
椅
子
を
持
っ
て

い
き
、
満
月
の
月
を
見
な
が

ら
も
う
一
本
缶
ビ
ー
ル
を
頂

く
。
昼
間
に
は
七
月
に
亡
く

な
っ
た
弟（
享
年
七
十
四
歳
）

の
妻
が
西
光
寺
に
墓
参
り
に

来
て
い
た
な
と
思
い
な
が

ら
、
よ
く
飲
ん
だ
弟
と
は
も

う
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
な

と
思
い
な
が
ら
。
昨
日
の
ス

ー
パ
ー
ム
ー
ン
・
ブ

ル
ー
ム
ー
ン
は
見

れ
な
か
っ
た
の
で
、

缶
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
、
ま
た
虫
の

声
を
聞
き
な
が
ら

ベ
ラ
ン
ダ
近
く
ま

で
昇
っ
た
月
を
一

時
間
く
ら
い
見
る
。

イ
ン
ド
他
、
月
へ
の

着
陸
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
が
、

先
人
た
ち
が
見
て

き
た
月
は
こ
れ
か
ら
も
美
し

く
見
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

月
明
か
り
で
わ
が
家
の
駐

車
場
を
見
る
と
、
車
が
四
台

並
ん
で
い
る
。
枝
松
で
は
事

務
所
を
除
い
て
個
人
住
宅
で

四
台
駐
車
し
て
い
る
の
は
珍

し
い
な
と
思
い
な
が
ら
、
ま

た
枝
松
親
老
会
で
は
四
月
以

降
会
員
が
六
名
減
っ
て
い
る

現
実
を
思
い
出
し
、
来
年
は

会
員
増
強
厳
し
い
な
と
思
い

な
が
ら
、
自
宅
へ
引
き
揚
げ

た
長
い
一
日
で
し
た
。

　

私
の
一
日
は
イ
ン
コ
の
餌

や
り
で
始
ま
る
。
家
へ
飛
び

込
ん
で
き
て
か
ら
三
年
、
居

候
の
く
せ
に
今
で
は
甲
高
い

声
で
鳴
き
叫
び
、
鳥
か
ご
に

手
を
入
れ
る
と
乗
り
移
り
、

指
先
を
血
が
に
じ
む
ほ
ど
つ

つ
い
て
く
る
。
イ
ン
コ
だ
か

ら
も
の
ま
ね
を
を
す
る
の
で

は
と
、
し
ば
ら
く
特
訓
し
て

み
た
が
そ
の
気
配
も
な
い
の

で
諦
め
た
。
何
の
意
志
表
示

か
分
か
ら
な
い
が
、
夜
中
に

前
を
通
る
と
「
ピ
イ
」
と
声

を
出
す
。「
ま
だ
起
き
て
い

る
の
か
」
と
話
し
か
け
る
と

黙
っ
て
し
ま
う
。

　

餌
は
殻
付
き
の
た
め
、
食

べ
か
す
は
部
屋
中
に
散
ら
か

す
。
見
か
ね
て
外
へ
掃
き
出

し
て
い
る
。
そ
れ
を
ス
ズ
メ

た
ち
が
見
つ
け
て
数
羽
が
集

ま
り
残
り
物
を
食
べ
あ
さ

る
。
網
戸
越
し
に
ふ
と
見
る

と
、
一
羽
の
親
鳥
が
巣
立
ち

し
た
子
ど
も
た
ち
に
餌
を
与

え
て
い
る
。
親
の
後
を
つ
い

て
ま
わ
り
、
体
を
震
わ
せ
な

が
ら
口
移
し
で
餌
を
ね
だ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
親
の
苦

労
も
も
う
少
し
だ
ろ
う
と
見

守
る
こ
と
数
日
。
や
っ
と
子

ス
ズ
メ
た
ち

も
自
分
で
餌

を
探
す
よ
う

に
な
り
、
そ

の
数
も
次
第

に
減
っ
て
き

た
。
今
で
は

イ
ン
コ
の
鳴

き
声
も
私
に

で
は
な
く
、

ス
ズ
メ
に
餌

の
あ
り
か
を

教
え
て
い
る
の
で
は
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
り

と
め
も
な
い
こ
と
を
考
え

て
、
ゆ
っ
た
り
と
時
を
過
ご

す
の
も
、
認
知
症
予
防
の
一

つ
で
は
と
思
っ
た
り
、
あ
の

子
ス
ズ
メ
た
ち
も
来
春
に
は

大
勢
の
子
ど
も
を
連
れ
て
き

て
く
れ
る
の
で
は
と
想
像
し

た
り
し
て
い
る
。

　

偶
然
、
公
民
館
の
掲
示
板

に
次
の
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー
が

貼
っ
て
あ
っ
た
。「
み
ま
も

っ
て
、
野
鳥
の
子
育
て
」
と

い
う
見
出
し
で
、「
春
か
ら

夏
、
す
だ
っ
た
ば
か
り
の
ヒ

ナ
は
え
さ
の
と
り
方
や
、
と

び
方
を
学
ぶ
の
に
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
。
近
く
に
は
親

鳥
が
い
る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
。
そ
っ
と
、
そ
の
場
か
ら

は
な
れ
て
ね
。」
と
い
う
「
日

本
鳥
類
保
護
連
盟
」
の
説
明

文
が
添
え
て
あ
っ
た
。
残
暑

厳
し
い
昼
下
が
り
で
あ
っ
た

が
、
何
か
爽
や
か
な
風
が
一

瞬
吹
い
て
き
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

子雀食堂子雀食堂

束本福寿会　束本福寿会　
兵頭　德彦兵頭　德彦

　
「
今
は
も
う
秋
、
誰
も
居

な
い
海
」…
と
口
ず
さ
む
…
。

身
に
付
け
る
物
と
て
あ
れ

や
、
こ
れ
や
、
と
出
し
て
は

見
て
も
、
老
体
の
隅
々
ま
で

「
良
し
」
と
思
え
る
物
も
無

く
、
目
に
付
く
物
を
と
、
袖

を
通
し
て
見
る
が
、
鏡
に
映

る
自
分
の
姿
に
、
モ
ー
イ
ヤ

…
と
口
に
し
て
し
ま
う
。「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ん
て
八
十

路
の
女
に
必
要
ナ
シ
…
と
決

め
て
…
。
で
も
で
も
、
オ
カ

シ
イ
。
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
衣

服
の
取
り
合
わ
せ
に
我
な
が

ら
、
脳
の
オ
、ト
、ロ
、エ
と

つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
情

け
な
い
今
の
自
分
の
生
き
様

に
、
つ
い
涙
目
と
な
っ
て
い

た
。
若
い
頃
は
、
ア
ノ
コ
ロ

は
…
と
過
去
の
自
分
の
姿
を

思
い
出
し
て
い
た
。「
こ
れ

が
脳
の
衰
え
の
始
め
」
と
一

人
言
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な

か
っ
た
と
…
。
数
有
る
服
を

今
更
に
並
べ
て
、
上
下
の
コ

ン
ビ
を
変
え
て
目
に
し
た
物

は
色
鮮
や
か
…
と
来
た
も
ん

だ
…
。
そ
こ
で
勇
気
を
出
し

て
袖
を
通
す
。
満
更
で
も
な

く
…
と
何
故
か
心
が
浮
き
浮

き
と
し
て
、
更
び
の
春
の
よ

う
な
自
分
の
姿
に
ウ
、
フ
、

フ
と
笑
っ
て
し
ま
う
。
で
も

ね
、「
こ
れ
が
本
当
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
小
躍
り
を
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ

が
本
当
の
自
己
満
足
…
と
。

　

そ
し
て
週
に
一
、
二
度
、

近
場
の
温
泉
「
湯
楽
」
へ
と

足
を
運
ぶ
。
様
々
な
方
と
湯

舟
で
の
会
話
…
。
家
で
ポ
ツ

ン
と
一
人
座
を
な
し
世
間
の

見
え
ぬ
人
生
な
ん
て
、
残
り

の
命
も
っ
と
「
ユ
カ
イ
」
に

使
っ
て
、
笑
っ
て
笑
っ
て
…

と
そ
れ
が
こ
の
湯
の
中
、
そ

し
て
お
互
い
の
年
齢
を
言
い

合
う
。
九
十
才
の
私
の
湯
友

が
「
ウ
ッ
ソ
ー
」
と
言
っ

て
喜
ば
せ
て
く
れ
る
。「
オ

セ
ジ
」
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
今
は
ハ
ダ
カ
の
付
き
合

い
、
ウ
ソ
ワ
ナ
イ
と
大
笑
い

デ「
湯
ア
タ
リ
の
無
い
内
に
」

と
上
が
る
。
そ
し
て
、
次
々

と
衣
類
を
身
に
付
け
る
。
ベ

ン
チ
に
腰
掛
け
て
ズ
ボ
ン
を

穿
く
。
腰
を
か
が
め
て
衣
類

を
…
の
中
で
片
足
上
げ
て
ズ

ボ
ン
を
穿
く
私
に「
エ
ッ
ー
」

と
言
う
人
少
々
。
鼻
天
狗
の

自
分
に
ニ
ガ
笑
い
し
て
…
。

あ
あ
今
日
も
楽
し
い
一
時
を

湯
の
中
で
…
。
こ
れ
が
本
当

の
ユ
ラ
ク
「
湯
楽
」
と
い
う

も
の
と
。
デ
ワ
オ
サ
キ
ニ
、

又
ね
。

「湯楽」と言う名「湯楽」と言う名
の温泉の温泉
和泉南双葉会和泉南双葉会

福田まゆみ福田まゆみ

枝松親老会　　枝松親老会　　
会長　会長　星川　泰男星川　泰男

ある日の出来事ある日の出来事

元気な体づくり元気な体づくり

別府町高齢者クラブ　別府町高齢者クラブ　
松澤　貞夫松澤　貞夫
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東
鷹
の
子
清
風
会
　
井
原
　
西
城

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
昼
に
つ
く
し
の
和
え
物
も

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
小
さ
き
菜
園
初
茄
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
七
夕
飾
り
は
老
ひ
し
手
で

古
川
長
寿
会
　
林
　
　
一
孝

一
島
を
匂
ひ
立
て
た
る
花
蜜
柑

剥
落
の
絵
馬
や
無
住
寺
花
は
葉
に

丸
顔
は
親
父
ゆ
ず
り
や
日
輪
草

古
川
長
寿
会
　
白
石
泰
一
郎

畑
仕
事
終
へ
て
ビ
ー
ル
の
旨
さ
か
な

西
日
受
け
風
の
止
ま
り
し
停
留
所

無
駄
の
な
き
姿
に
惚
れ
て
冷
奴

古
川
長
寿
会
　
今
村
　
律
子

ど
く
だ
み
や
日
暮
れ
て
野
辺
の
花
明
か
り

朝
取
れ
の
胡
瓜
の
の
字
や
へ
の
字
書
き

逃
げ
場
な
き
夏
の
最
中
へ
い
ざ
行
か
む

古
川
長
寿
会
　
今
村
　
昭
江

新
じ
ゃ
が
の
畝
一
列
に
こ
ろ
こ
ろ
と

ひ
い
孫
の
プ
ー
ル
遊
び
や
空
の
青

早
朝
の
静
け
さ
破
る
蝉
時
雨

古
川
長
寿
会
　
國
光
　
重
子

雨
後
の
朝
草
木
萌
へ
立
つ
五
月
か
な

忙
し
な
く
右
往
左
往
の
目
高
の
子

ひ
か
ら
か
さ
八
十
路
お
し
ゃ
れ
の
紅
を
差
し

古
川
長
寿
会
　
水
沼
喜
美
子

花
菖
蒲
備
前
の
花
器
に
匂
ひ
立
つ

新
茶
酌
む
添
へ
て
色
よ
き
金
平
糖

色
褪
せ
し
赤
シ
ャ
ツ
似
合
ふ
案
山
子
か
な

古
川
長
寿
会
　
矢
部
　
昌
子

麦
秋
や
伊
予
路
を
抜
け
る
一
輌
車

奥
の
院
人
も
疎
や
四
葩
咲
く

新
茶
買
ふ
さ
り
げ
な
く
聞
く
伊
予
訛

古
川
長
寿
会
　
山
内
　
仁
美

風
通
す
男
所
帯
の
籐
寝
椅
子

朝
ま
だ
き
パ
ン
の
匂
ひ
や
麦
の
秋

赤
信
号
待
つ
樹
の
下
や
梅
雨
の
明

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ
　
井
手
な
り
子

描
か
れ
し
尾
瀬
の
沼
か
な
水
芭
蕉

七
十
と
八
年
の
と
き
終
戦
日

敬
老
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
朝
刊
に

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ
　
都
築
　
　
杏

軽
が
る
と
雲
を
背
負
い
て
秋
の
山

追
伸
の
墨
に
じ
み
け
り
濃
あ
ぢ
さ
ゐ

残
照
の
伸
ぶ
る
枝
さ
き
実
む
ら
さ
き

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ
　
　
　
勝
さ
ん

文
机
が
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
扇
風
機

血
圧
の
よ
ぎ
る
酒
席
や
敬
老
会

秋
深
し
風
は
便
り
の
山
と
海

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ
　
町
田
　
一
角

甲
子
園
み
ん
な
昔
は
丸
坊
主

孫
来
る
夏
に
て
こ
ず
る
鼓
膜
か
な

香
り
裂
く
松
茸
よ
よ
と
高
止
り

余
戸
鶴
寿
会
　
大
野
　
譲
司

秋
晴
れ
に
溶
け
込
む
威
厳
天
守
閣

車
椅
子
コ
ス
モ
ス
畑
の
散
歩
道

星
月
夜
五
右
衛
門
風
呂
の
幼
き
日

余
戸
鶴
寿
会
　
佐
々
木
邦
子

す
れ
違
ふ
一
陣
の
風
秋
の
朝

朝
顔
の
み
づ
色
や
さ
し
天
仰
ぐ

満
月
や
囲
む
大
鍋
河
川
敷

余
戸
鶴
寿
会
　
福
井
　
壽
泰

百
日
紅
ち
り
ち
り
と
咲
き
昼
の
空

忠
霊
碑
海
を
望
み
て
石
蕗
の
花

咲
き
て
華
や
か
散
り
て
艶
や
か
姫
椿

余
戸
鶴
寿
会
　
三
好
喜
久
子

水
音
の
ひ
と
す
じ
高
し
曼
殊
沙
華

マ
ー
チ
高
ら
か
秋
天
の
ひ
ろ
ご
り
ぬ

夕
鐘
の
音
の
ひ
び
け
る
大
花
野

余
戸
鶴
寿
会
　
森
　
　
陽
一

コ
ス
モ
ス
や
色
と
り
ど
り
の
風
に
揺
れ

唐
辛
子
緑
の
中
に
赤
い
色

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
空
の
青
さ
の
爽
や
か
さ

吉
藤
長
生
会
　
平
本
　
故
渕

炎
天
の
島
に
茶
店
の
一
軒
屋

雑
草
の
揺
れ
を
地
に
敷
く
立
夏
か
な

泡
立
て
る
川
に
繰
り
を
り
囮
鮎

吉
藤
長
生
会
　
四
方
　
旬
石

坂
道
を
登
り
て
仰
ぐ
秋
夕
焼
け

柿
す
だ
れ
物
干
竿
を
一
人
占
め

老
ゆ
る
身
に
眩
し
群
生
彼
岸
花

吉
藤
長
生
会
　
岡
田
　
紀
生

星
涼
し
父
と
見
て
ゐ
し
古
き
地
図

問
ひ
て
み
る
我
が
ゆ
く
す
ゑ
や
桐
の
花

ふ
と
目
ざ
め
こ
ゝ
は
病
室
秋
深
し

北
土
居
厚
和
会
　
丹
下
　
友
和

腰
曲
が
る
し
か
し
心
は
曲
げ
ま
せ
ん

丸
い
背
に
丸
い
心
を
保
持
し
よ
う

高
齢
を
幸
齢
す
べ
く
立
ち
向
か
う

土
居
高
齢
ク
ラ
ブ
　
相
原
ミ
サ
ヲ

免
疫
に
特
効
薬
と
い
う
笑
い

辛
抱
と
い
う
木
に
宿
る
福
の
神

嘘
と
誠
う
ま
く
繋つ
な

い
で
世
を
渡
る

南
梅
本
団
地
寿
会
　
村
上
　
　
龍

亡
き
兄
に
香
焚
き
過
ぎ
る
家
族
会

　

グ
ッ
ド
ボ
イ
ス
の
三
坂
馬
子
唄

老
夫
婦
夜
待
ち
焦
が
る
木
曜
日

　

ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
プ
レ
バ
ト
の
湯
に

四
年
ぶ
り
み
こ
し
音
頭
が
響
き
た
る

　

道
後
駅
前
埋
め
尽
く
し
た
る

八
千
代
会
　
村
上
　
咲
枝

石
手
川
重
信
川
の
合
流
を

　

鮎あ
ゆ

の
ぼ
る
見
ゆ
出
合
い
橋
下

冬
ざ
れ
の
重
信
川
に
青あ
を
さ
ぎ鷺
一
羽

　

片
足
に
立
つ
光こ
う
ぼ
う芒

の
中

鷺さ
ぎ

一
羽
た
た
み
し
足
を
お
ろ
し
つ
つ

　

川
面
を
見
つ
む
眼ま
な
こ

う
ご
か
ざ
る

星
岡
寿
楽
会
　
鈴
木
　
勝
子

江
戸
川
に
心
馳
せ
て
は
胸
満
た
す

　

小
野
川
水
面
き
さ
ら
ぎ
の
月

一
入
に
残
暑
き
び
し
き
夜
半
な
れ
ど

　

秋
し
の
ば
せ
る
コ
オ
ロ
ギ
の
声

卒
寿
来
て
な
を
胸
よ
ぎ
る
数
々
の

　

恩
師
の
教
へ
胸
に
抱
き
て

高
齢
者
に
人
気
の

高
齢
者
に
人
気
の
趣
味
趣
味

俳句・川柳
道具が要らずすぐに始められる。新聞
や雑誌に投稿したりすればモチベー
ション UP ！

ウォーキング・ジョギング
手軽にできる健康法として、年代を問
わずに人気のある趣味です。

家庭菜園・ガーデニング
自然に触れ合うことでのリラックス効
果や、土に触れることでのストレス解
消効果など、心身の健康に良い効果が
あります。

手芸
編み物、裁縫、アクセサリーやレース
編み、ビーズなど手を動かす作業なの
で頭の活性化にも繋がります。

今年から始めてみては今年から始めてみては
どうでしょうか？どうでしょうか？

主成分はでんぷんなどの糖質。腸内環境を整える効果や
生活習慣病予防にも効果が期待できる野菜です。さらに、
美肌に欠かせないビタミンＣやビタミンＢ1・Ｂ2も豊富。
皮ごとたべるとより栄養を効率的に摂取できます。

＊ビタミンC、食物繊維など
　　　体に嬉しい栄養素が豊富＊

（089）921ー3229

厄除・招福

松山市本町3－5－5

出雲大社松山分祠

（089）921ー3229

えんむすびの神

松山市本町3－5－5

お宮参り・交通安全・他諸祈願

出雲大社松山分祠

訂正版

御 協 賛
黒住教松山大教会所 
松山市松前町2丁目1－1

921ー1976

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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令
和
五
年
は
大
変
な
猛
暑

で
、
基
本
の
変
化
に
長
生
会

の
会
員
八
十
六
名
、
体
調
を

崩
さ
な
い
よ
う
健
康
に
気
を

付
け
る
こ
と
を
合
言
葉
に
声

掛
け
し
、
役
員
の
方
も
月
一

で
計
画
を
立
て
活
動
を
模
索

し
な
が
ら
自
力
で
率
先
、
体

を
動
か
せ
る
何
か
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
南
予
か
ら

吉
藤
に
移
転
二
十
年
に
な

り
、
主
人
が
他
界
し
て
八
年

に
な
り
ま
す
。
主
人
も
私
も

長
寿
会
で
い
ろ
い
ろ
教
わ
り

ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
時
季
、

気
持
ち
が
左
右
し
ま
す
。
今

の
時
代
、
考
え
方
で
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
贅
沢
に
な
る

の
で
は
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

娘
た
ち
の
紹
介
で
地
域
の

医
療
法
人
（
や
ん
べ
歯
科
医

院
）
山
家
文
彦
先
生
に
は
潮

見
公
民
館
の
近
く
で
、
長
寿

会
の
方
々
、
地
域
の
人
た
ち

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
体
の
ど
こ
が
悪
く
て
も

い
け
ま
せ
ん
が
歯
だ
け
は
大

切
に
、
年
齢
の
せ
い
で
た
び

た
び
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

先
生
を
拝
見
し
、
感
じ
る
こ

と
は
一
は
力
な
り
と
古
く
か

ら
言
わ
れ
、
物
事
を
見
抜
き

考
え
る
能
力
は
さ
す
が
で

す
。

　
「
ス
ト
レ
ス
発
散
は
」
と
、

お
聞
き
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
食
べ
る
こ
と
、
心
配
性
の

食
堂
の
店
主
な
ら
覚
悟
の
晩

餐
か
と
誤
解
さ
れ
る
ほ
ど
食

べ
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
先

生
の
最
後
の
希
望
は
、
雨
に

も
負
け
ず
風
に
も
負
け
ず
、

帰
っ
た
後
に
も
ま
た
会
い
た

い
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
そ
う
い

う
人
に
な
り
た
い
と
の
こ

と
。
ま
た
、
先
生
の
ス
ト
レ

ス
も
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
私
も
二
十
年
近
く

歯
の
治
療
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
変
わ
ら

ず
良
心
的
に
診
察
さ
れ
、
高

齢
者
に
は
歯
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
と
思
い
、
今
回
（
や

ん
べ
先
生
）
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
生
き

の
秘
訣
は
歯
を
大
切
に
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
吉

藤
五
丁
目
の
遊
休
地
に
町
づ

く
り
協
議
会
が
（
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
）
二
十
五
本
を
植
え
ら

れ
、
長
生
会
も
少
し
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。何
年
か
し
、

満
開
の
桜
で
花
見
、
そ
れ
も

自
分
た
ち
も
お
手
伝
い
、
何

と
夢
の
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
早
く
見
た
い
ね
。

　

私
の
希
望
は
多
く

は
望
み
ま
せ
ん
。
自

分
の
楽
し
み
が
持
て

る
人
生
で
あ
り
た
い

と
願
い
ま
す
。

　このたびは、松山市高連機
関紙「松山高連」の発行にあ
たって広告のご協賛を賜り、
誠にありがとうございまし
た。本紙は超高齢社会におい
て会員の生きがい、健康、教
養を高めるとともに、会員相
互の親睦交流を願って発刊
するものであります。以上の
趣旨をご理解いただき、なに
とぞ末永くご厚誼・ご支援を
賜りますようお願い申し上
げます。

松山市高齢クラブ連合会

皆
さ
ま
か
ら
の

投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

♦�

次
号
の
テ
ー
マ
は
、「
十
八
歳
」
で
す
。

　

��

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
成
年
年
齢
が

二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

�「
ご
自
身
の
十
八
歳
の
思
い
出
」「
も
し

も
十
八
歳
に
戻
れ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
こ

と
」な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ク
ラ
ブ
活

動
報
告
、
近
況
報
告
、
随
想
、
感
想
文
、

紀
行
文
、
郷
土
史
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

詩
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

♦�

文
字
数
は
六
〇
〇
字
ま
で
（
用
紙
や
書

式
は
自
由
。
電
子
メ
ー
ル
、
F
A
X
可
）。

　

�

一
人
一
部
門
の
み
。
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
は
一
人
三
句
（
首
）
ま
で
。
前
書
き

は
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

♦�

①
氏
名
②
所
属
ク
ラ
ブ
名
③
住
所
④
電

話
番
号
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
不

明
な
点
を
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。
ま
た
、
写
真
、
関
連
資
料
等
が
あ

れ
ば
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
に
よ

り
文
章（
俳
句
な
ど
を
含
む
）
を
短
縮
、

ま
た
は
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
の
連
絡
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

♦
発
行
予
定	

令
和
6
年
7
月
末
日

♦
締
切
日         

令
和
6
年
4
月
末
日

♦
投
稿
先

　

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

〒
7
9
0
‐
0
8
0
8

　

松
山
市
若
草
町
8
‐
2

　

松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
3
Ｆ

　

T
E
L 

0
8
9
‐
9
2
1
‐
2
1
6
1

　

F
A
X 

0
8
9
‐
9
3
4
‐
2
2
2
1

　

kourei-club@
eagle.ne.jp

贅 沢贅 沢

ご協賛各位へ御礼

　

ま
だ
家
に
風
呂
が
な
い
ア

パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
頃
、

銭
湯
に
行
く
と
大
き
な
富
士

山
の
絵
が
あ
っ
た
。
年
を
重

ね
家
に
風
呂
が
で
き
、
富
士

山
の
絵
を
飾
り
た
く
な
っ

た
。
タ
イ
ル
屋
さ
ん
に
相
談

し
た
。
ス
マ
ホ
の
絵
か
ら
、

ど
れ
が
い
い
？ 

と
選
ん
で

パ
ネ
ル
の
絵
を
貼
っ
て
も
ら

っ
た
。
何
と
！ 

家
で
富
士

山
を
見
な
が
ら
風
呂
に
入
れ

る
、
と
悦
に
入
っ
た
。

　

遠
く
に
暮
ら
し
て
い
る
弟

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
お

別
れ
に
行
き
、
一
年
後
樹
木

葬
に
行
っ
た
。
そ
の
日
は
晴

れ
て
い
て
広
い
丘
の
上
に
お

骨
を
埋
め
た
。
見
る
と
富
士

山
が
よ
く
見
え
た
。
母
は
病

気
が
ち
で
、
小
さ
い
時
か
ら

同
じ
苦
労
を
し
た
二
つ
下
の

弟
だ
。
私
は
田
舎
の
山
の
上

の
お
墓
に
入
る
予
定
だ
。
何

と
遠
い
所
に
永
遠
の
眠
り
に

つ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
。

ひ
と
り
都
会
に
出
て
い
き
、

帰
ら
ず
に
頑
張
っ
た
か
ら
成

功
し
た
と
言
え
る
。
そ
う
い

う
運
命
だ
っ
た
の
だ
。
ね
え

ち
ゃ
ん
は
お
風
呂
に
漬
か
る

た
び
思
い
出
し
て
い
る
よ
、

寂
し
く
な
い
か
ら
ね
。

　

お
風
呂
に
富
士
山
と
い
う

ち
ょ
っ
と
し
た
贅
沢
が
、
弟

と
の
別
れ
を
思
い
出
す
種
に

な
る
と
は
。
子
ど
も
の
頃
、

蛍
を
追
っ
て
川
に
流
さ
れ
た

り
、
猿
の
檻
の
隙
間
か
ら
手

を
引
っ
か
か
れ
泣
い
た
り
、

私
と
つ
か
み
合
い
の
喧
嘩
し

て
も
母
は
女
の
子
だ
か
ら
と

味
方
し
て
く
れ
、
弟
を
悔
し

が
ら
せ
た
り
。

　

今
ま
で
、
木
工
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
に
、
神
戸
で
鉄

の
仕
事
を
し
て
ガ
リ
ガ
リ
に

痩
せ
、
大
阪
の
友
達
ま
で
た

ど
り
着
い
た
と
後
で
知
る
。

そ
の
後
室
内
装
飾
の
仕
事
を

続
け
た
。
通
天
閣
、大
阪
城
、

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
、
ソ
レ
イ

ユ
の
サ
ー
カ
ス
。
思
い
出
は

尽
き
な
い
。

吉
藤
長
生
会

吉
藤
長
生
会

向向
井
多
津
子

井
多
津
子

自
分
の
気
持
ち
が
プ
チ
贅
沢

自
分
の
気
持
ち
が
プ
チ
贅
沢

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

遠
藤
　
節
子

遠
藤
　
節
子

プ
チ
贅
沢

プ
チ
贅
沢

査定は無料です！お気軽にお問合せ下さい

松山市一番町1丁目15ー2 松山一番町ビル5F

（株）関西建物
0120ー093ー466

求む！ 収益マンション
中古マンション・戸建・土地

社会福祉法人 

垣生保育園 
松山市西垣生町742－1

（089） 972ー1522

日帰り白内障手術、眼鏡・コンタクトレンズ
処方、眼科一般診療行っております。

電話にて予約できます。（初診も可）

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 13：00

まで

●● ●● ／／ ●● ／／ ／／

日・祝
／／
／／13 30～： 15 00：

○○ ○○ ／／ ○○ ○○ ／／ ／／15 00 ～： 18 00：

9 00 ～： 12 00：
手術

松山市森松町131－3 （089）970ー1722

14 30 ～： 18 00：
9 00 ～： 13 00：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土

※※
※眼科のみ診療～17：00 《休診日》日曜・祝日
眼科の受付は診療終了時刻の30分前までとなります。
松山市竹原２丁目1－50 エバーグリーン松山（1号館）1F

（089）921ー7000

／／

せきかわ皮ふ科
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ● ● ▲
● ● ／／ ● ● ／／

日・祝
／／
／／

▲…土曜日 受付11：00迄
午後2 30～： 6 30：
午前9 00～： 12 30：

松山市平和通5丁目2ー12 1階
（089）935ー4112
https://sekikawa-derma.com

内科・循環器内科

サービス付き高齢者向け住宅

ケアセンターとかじ

戸梶内科医院
松山市味酒町1－4－12 （089）931ー5781

松山市味酒町1－9－15 （089）998ー2255

松山市萱町2－4－7 （089）932ー2255
サライ萱町

グループホーム清風■ デイサービスセンター和楽■

■居宅介護支援事業所とかじ

松山市味酒町２丁目９ー９ 

（休診）日曜日・祝日

診療時間 月 金 火 木 土 水 

休 休 休 
休 午前9時～12時 

午後2時～ 6時 

日 

・物忘れ、不眠、気分の落ち込みなどの相談
・初診の方は電話予約をお願いします

かわさき眼科

089・951・6110

松山市三杉町１－１
（セブンスター三津店西隣）

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １2 0０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手手術術 手手術術 手手術術 手手術術／／ ／／

日・祝
／／
／／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／／ ★ ／／ ／／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １1 3０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手手術術 手手術術 手手術術 手手術術／／ ／／

日・祝
／／
／／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／／ ★ ／／ ／／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

訂正版

午後 1 3０～： ３ ００：
午前 8 3０～： １2 0０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
★ ★ ★ ★ ★ ★
手手術術 手手術術 手手術術 手手術術／／ ／／

日・祝
／／
／／

午後 3 ００～： 5 0０： ★ ★ ★ ／／ ★ ／／ ／／

白内障手術・硝子体手術・緑内障手術
一般眼科手術などの日帰り手術

（089）998ー2525
松山市枝松1－9－48 予約優先・駐車場完備
受付時間は診療時間の30分前に終了します。

FAX原見せ用

おかげさまで補聴器
　　　　　 ひとすじ90年

■ 補聴器センター辻 松山店

■ 補聴器センター辻 鷹子店
北藤原町２－３ （0８９）947ー1311
鷹子町５８８－２ （089）975ー5543

0120ー33ー4591
み　み し こ く いち

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています


